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 令和４年９月３日に自然環境レポーター委嘱式及び事業説明会を開催

しました。令和４年度のレポーターの皆さま、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

 この夏は区役所の近くでも、ギンヤンマやショウジョウトンボを見か

けました。また、環境課では９月に鳴く虫の女王「カンタン」と秋に鳴

く虫を聴く会を開催し、カンタンの里周辺にいる鳴く虫の声に耳を傾け

ました。 

 

 だんだんと秋らしい気候になってきたので、これから秋の自然につい

ても観察をしていきたいです。 

 

 

＊＊＊佐藤＊＊＊ 

                   

水辺のふるさとかかかつつつしししかかか 秋号 
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【調査区５】 計２３種 

〈鳥類〉 ツバメ、オオヨシキリ、コサギ、 

カワセミ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 ギンヤンマ、エンマコオロギ、 

クマゼミ、アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、 

ニイニイゼミ、ヤマトタマムシ、 

ナミアゲハ、 

ツマグロヒョウモン、 

アカボシゴマダラ 

〈植物〉 アカメガシワ、イモカタバミ、 

シロツメクサ、ツユクサ 

〈爬虫類〉 ミシシッピアカミミガメ、 

ニホンカナヘビ 

〈両生類〉 ウシガエル 

【調査区４】 計１６種 

〈鳥類〉 ツバメ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 アキアカネ、エンマコオロギ、 

アブラゼミ、ツクツクボウシ、 

ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、 

クロアゲハ、 

ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

〈植物〉 ナガミヒナゲシ、シロツメクサ、 

オオキンケイギク、ツユクサ 

〈爬虫類〉 ニホンカナヘビ 

【調査区３】 計２５種 

〈鳥類〉 ツバメ、オオヨシキリ、シジュウカラ、 

〈昆虫〉 ギンヤンマ、アキアカネ、オオカマキリ、エンマコオロギ、 

アブラゼミ、ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、クロアゲハ、 

ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

〈植物〉 アカメガシワ、スギナ、シロツメクサ、イモカタバミ、 

アレチウリ、オオバコ、カントウヨメナ、カントウタンポポ、 

ツユクサ 

<爬虫類> ミシシッピアカミミガメ、ニホンカナヘビ 

<両生類> ウシガエル 

赤字は外来種だよ 

【調査区１】 計１０種 

〈昆虫〉アキアカネ、クマゼミ 

アブラゼミ、ツクツクボウシ 

ミンミンゼミ、ナミアゲハ 

〈植物〉アカメガシワ、シロツメクサ、 

オオキンケイギク、ツユクサ 

【調査区２】 計１２種 

〈鳥類〉 ツバメ 

〈昆虫〉 アキアカネ、クマゼミ、 

アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、 

ミンミンゼミ、 

ニイニイゼミ、 

クロアゲハ、 

ナミアゲハ、 

アカボシゴマダラ 

〈植物〉 シロツメクサ、 

オオバコ 
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 五色の短冊        弥生さくら草 

 慌ただしかった今年も半年が終わった。世界中がコロナで苦悩し、自然現象は

不安定である。日本には物価高を、かの国の人々は絶えることのない苦悩が続い

ている。七月七日は七夕祭りである。この日は短冊に願い事を認めるのが習いだ

った。当時は芸事や裁縫が上達すると言われたが今ではそれも多彩になってい

ると思われる。思いがけない願いもあるだろう。 

七夕の歌を子供の頃は何も解らず歌っていたが五色には深い意味があるのを

この度初めて知った。五色とは緑、紅、黄、白、紫をいう。平安時代に紫は特に

珍重されていたようである。陰陽五行説では万物が木、金、土、火、水の五種類

の元素で構成されるという。七夕の短冊は五行を代表する色なのだ。七夕は今ま

では牽牛と織姫が年に一度会うという伝説を伝え聴いてきたが更に深い意味が

あったのだ。 

 願い事を色紙に記すと叶うそうで、それが真実なら今年一番の願いは、戦火が

落ち着き世界中の人々が平和に暮らせること。それに尽きる。強く希望すればす

るほど叶うという。今年の七夕は例年と違った思いで、その日は空を見上げたい

と思う。             7 月 3 日 
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氏名 町名 調査区散歩の花子 西新小岩 １－４

キバナコスモス(キク科)とヤマトシジミチョウ

中川左岸緑道、西新小岩５丁目付近。

７月下旬、もうキバナコスモスが咲いています。
ヤマトシジミチョウがちょっとひと休み。

アップルミント／(シソ科)

平和橋のたもとで、８月下旬。
アップルミントの花が、

四方八方に向かって咲いています。
葉っぱをちぎると、ミントの香り。
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氏名 町名 調査区散歩の花子 東立石 ２－７

マテバシイ／(ブナ科)

東立石緑地公園付近、６月上旬
一本スクッと立っているのは、マテバシイです。

雌雄同株ですが、この長い花は、雄花序（ゆうかじょ）だとか。
花が咲いて、ドングリになるまで、１年半もかかるそうです。

カシワバアジサイ／(アジサイ科)

東立石緑地公園付近、６月中旬。
柏の葉のような形の葉と、

びっちりと白い花がきれいです。
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青戸平和公園を中心とした自然観察
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年６月１８日 
 

チヂミザサ 

 
区内北西部 令和 4年 6月 18 日 

 

チヂミザサです。 

区内でも何故か古い住宅街に生えています。 

水元公園でも見ました。 

水元公園では一般的に森林の日陰に生えています。 

このチヂミザサとミズヒキは、古い住宅街に生えていることと、水元公園の

森林の日陰の同じようなところに生えているところが一緒です。 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年７月２日 
 

シオカラトンボ 

 

 

２０２２年７月２日 区北西部 

シオカラトンボ（オス）。 

オスしか見かけませんでした。 

獲物を探して一定範囲を繰り返し飛んでいました。 

暑すぎて、ミシシッピアカミミガメは水上に出ていませんでした。 

この頃、ギンヤンマはみかけていません。 

追記：８月１２日にギンヤンマのオスを見かけました。大体、２年に１回、

１匹のペースで見かける程度です。 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年８月１２日 
 

ツユクサ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ツユクサ（花） 

区内北西部 令和 4年 8月 6 日 

 

道端から見た竹垣に生えたツユクサです。 

手前のツタはヤブガラシ。 

夏の暑い日の道で、青い花が涼しく感じさせてくれました。 

今年の夏は、COVIT-19 も流行し、熱中症注意報も出る日が多く、あまり観察

できませんでしたが、その中でも身近で美しい花として取り上げました。 
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① 水辺の植物観察             ②イヌビアの木とクワカミキリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ これがショウブの花           ➃ハンゲショウ 
 
 
⑦7 
 
 
 
 

⾃然観察レポート R4/6〜8 ⽉      

調査区５      佐々木 定治 

初夏にみられる植物たち 

 6 ⽉ 25 日（土）に、「初夏にみられる植物たち」というテーマのもと、⾃然観察レポーター研修会に参加し
ました。都⽴水元公園は、都⺠の憩いの場所であり、特に葛飾区⺠にとっては⾃然観察の絶好のエリアです。
森林の緑・水辺。そこに住む多くの「生きもの」が豊かに息づいています。 
 当日は、NPO 法人ネイチャープロジェクトの中島幸一講師の、分かりやすい解説にとくと耳を傾けながら
観察に熱中しました。 
 研修会のポイントは、①足元の植物を観察してみよう。②似たような植物の見わけかた ③何の仲間か分類
を調べてみる。➃毒のある植物と薬になる植物 ⑤植物から見る生物多様性 植物〜昆⾍〜⿃の繋がり 
⑥水辺に多い樹木、その物語を探る。⑦映画や歌に唄われた植物、それはどんな植物？・・・・植物をはじめ
とした全ての生き物を暮らしの中に引き入れ、⾃分と生き物との関わりの中で、ストーリー性を持たせていく
観察もできると確信し、これからもその視点での⾃然観察をして行こうと⾃分なりの決意をしました。 
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④ 7/15 アカボシゴマダラ  水元 3 丁目  ⑤ツマグロヒョウモン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ アカトウガラシ 
⑦ 8/15 アカトウガラシ         ⑦キアゲハの幼⾍ 

 
⑧  
⑨  
⑩  
⑪  
⑫  
⑬            ⑦キア 
 
⑧8.26 タイワンホトトギス 
 
⑧8/25 タイワンホトトギス 

 今年の夏の暑さも格別でした。関東の梅雨明けは当初 6
⽉ 6 日と言われていましたが、実は 7 ⽉下旬の 7 ⽉ 26 日だ
ったと 9 ⽉ 1 日に気象庁が修正しました。私は体感的にも
この夏の湿度の高さに、辟易でした。 
 最近「気象病」等と言われる病気も明らかにされ、今後は
気候変動に伴う、人間の健康障害も増えるのではないかと
感じます。 
 そんな中でも、季節を謳歌するように、調査区５の水元で
は生き物たちが、逞しくそして活き活きと、息づいていま
す。➃雨上がりの植物の葉の上で見つけた「アカボシゴマダ
ラ」⑤アガパンサスの葉の上の「ツマグロヒョウモン」⑥真
っ赤な色が鮮やかなアカトウガラシ・・・・。実に美しき 
生きものたちよ！ようこそ此処は水元 3 丁目！ 
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2022 年 6～8 月） 

 

6 ⽉ 8 ⽇（⽔） 東⾦町３丁⽬商店街 

前回のレポートでもお伝えしましたが、東金

町３丁目商店街のコンビニの軒先で子育てし

ていたツバメは、どうやら無事にヒナ 5 羽が

巣立ったようです。近くの電線に親子でいる様

子が確認できました。 

コンビニの前を通りかかった親子がいまし

たが、3 歳くらいの子どもが「ツバメの赤ちゃ

んをおうちに持って帰りたい」と両親に話して

いる場面がありましたが、お父さんが「おうち

に持って帰っちゃうとツバメのお母さんが悲

しむよね」と優しく伝え、子どもも納得した表

情を見せていました。何とも言えない微笑まし

いシーンでしたが、ツバメの子育ての様子は通

り掛かる人々を温かな気持ちにされてくれた

ような気がします。ヒナ達にはこれから様々な

試練が待ち構えていますが、何とか乗り越えて、 

無事に成長してほしいものです。 

 

 

6 ⽉ 11 ⽇（⼟） 東⾦町１丁⽬ 駐輪施設 

 同じ東金町３丁目では、昨年確認できた他

の３ヵ所では残念ながら今年は繁殖が行われ

ていませんでした。 

 これまでより少しばかり調査範囲を広げた

ところ、JR 金町駅から 100m くらいのとこ

ろにある東金町１丁目の駐輪施設の屋内に営

巣していることを確認しました。 

駐輪施設のオーナーに話を伺ったところ、

「数年前から巣を作るようになった。毎年ヒ

ナがかえって、元気に巣立っていた。夜は 23

時には駐輪施設の入口のシャッターを閉めて

しまい、翌朝 6 時にシャッターを開けると親鳥が 

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26 町名︓東⾦町 

写真① 東⾦町３丁⽬ コンビニ軒先の巣 

写真② 東⾦町１丁⽬ 駐輪施設内の巣 
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再び餌を採りに外に出ていく」と気さくに答えてくれました。許可を得て巣の写真を撮らせ

ていただきましたが、ヒナは計４羽いて、オーナーと話している間も親鳥が頻繁にヒナに餌

を運んでいました（写真②）。オーナーにツバメが減少していることや、ツバメが巣を作っ

た家には福が来ると言われていることを伝えると、「そうですか…」と話されていた。ツバ

メの巣のすぐそばには常に駐輪施設のオーナーが座っているので、ツバメも外敵から襲われ

る心配もなく安心して子育てができている様子でした。 

残念ながらこの地域ではこれ以上ツバメの営巣・繁殖を確認することはできませんでした

が、来年も引き続き同じ地域でツバメの繁殖の追跡調査を行っていきたいと思います。また、

来年は巣があった場所のオーナーには、引き続きツバメの繁殖を見守ってもらえるようメッ

セージをしっかり伝えていくことも大事であると思いました。 
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アゲハチョウ

モンシロチョウ

シジミチョウ
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雹

雹
ウ
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調査区５                             ゆきひめ 

 7/16(土) 鉢植えのパセリの種がこぼれ、庭のあちこちから芽が出ています。 

      いくつかの株に、キアゲハの幼虫がたくさん生まれていました。 

      その後、パセリは茎だけになり、幼虫は姿を消しました。 

      周辺を探しましたがサナギは見つからず…無事に飛び立ったことを祈ります。 

 
 

 

調査区２                            

7/8(金)  職場では、環境課からいただいたゴーヤーで「緑のカーテン」を作っています。 

     周辺でチョウを見かけることはあまりないのですが、クロアゲハがやって来て

花から花へと蜜を吸っていました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－26－



調査区２ 

「フェンスにハチの巣がある！」と話題になっていました。 

静かに見守ることに・・・まだまだ大きくなりそうです。 

 
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

     

6/17(金) 6/29(水) 

8/4(木) 8/24(水) 
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「コフキトンボ（オビ型）」 

６/４ 水元公園（水産試験場） 

名前：下山田 隆 「カルガモ」 

６/３ 曳舟側親水公園 

名前：R 「ネジバナとチガヤ」 

６/１８ 区北西部 

 名前：石鍋 壽一 

「スケルトン蛹」 

６/１９ お花茶屋 

名前：Ｒｙｕ 
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「絶対につかまえてやる！」 

６/３０ 水元 

名前：ゆきひめ 

「園芸品種で野生化している

らしいです」 

ヒメヒオウギズイセン 

７/２ 区北西部 

名前：石鍋 壽一 

「クロアゲハ」 

６/２０ お花茶屋 

名前：Rｙｕ 

「俺の靴で休憩」 

ウスバキトンボ 

６/３０ 柴又 

名前：瑛ちゃん 

－29－



 

「うしろから 

見られているよ」 

ツミ  

７/１ 青戸平和公園 

名前：千葉 美文 

 

「ベルガモット（モナルダ）の 

蜜を吸うオオスカシバ」 

オオスカシバと 

ベルガモット（モナルダ） 

７/４ 鎌倉 

名前：となり 

 

「オオイトトンボ」 

７/１０ 水元公園 

名前：下山田 隆 

－30－



 

「キアゲハとハチ」 

７/２４ 鎌倉 

名前：となり 

「キアゲハの幼虫」 

７/１５ 水元３丁目 

名前：佐々木 定治 

「今夏初！」 

セミのぬけがら 

７/１５  

名前：瑛ちゃん 

「カサブランカ」 

７/１０ お花茶屋  

名前：Ｒｙｕ 
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「ハイビスカス」 

７/２５ お花茶屋 

名前：R 

「緑化の副産物」 

８/１ お花茶屋 

名前：Ｒ 

「ハクビシン、西亀有の

上千葉砂原公園の鉄塔」 

７/２９ 

名前：有泉 桂子 

「触覚がピンクのバッタを三才になったばかり

の女の子がみつけました」 

７/２０ 

名前：有泉 桂子 
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「朝の香取神社」 

８/１０ 亀有 

名前：慶蔵 

「カントウヨメナ」 

８/６ 区北西部 

名前：石鍋 壽一 

「キムネクマバチ」 

８/７ 常盤中学校（花壇） 

名前：瑛ちゃん 

「アブラゼミ」 

８/５ 柴又 

名前：瑛ちゃん 

－33－



 
 
 

「朝青夕紫」 

 ８/３０ お花茶屋 

名前：Ｒｙｕ 

 

「ギンヤンマ♂」 

８/２７ 水元公園 

名前：下山田 隆 

「カナヘビ」 

８/１７ 鎌倉 

名前：となり 

８/１５ 青戸 

名前：慶蔵 
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

33
40−65

2
65−66
13

53−88
1
38

1
43

1
175
3

52−70
2

68−85
19 3

31−44 32−40
1
41
10

57−85
1
28
39

30−78
1
18
16

38−395
40

31−143
1
27

計 13種類162個体 2種類20個体 3種類5個体

・

・

・

・

・

2 ア ユ

ツバメが巣立ったのか、鳴きながら飛び交っていました。河川敷のヨシ原にねぐらを作るの
で、広いとは言えないものの、江戸川のヨシもひと役果たしているのだろうかと思いまし
た。
調査数日前の雹の影響か、まだ青いクルミが、たくさん落ちていました。現場の日じゃなく
てよかった！（KI）

臭いと思ったらやはりハクレンの死骸が複数あり、昨年よりは少ないものの困ったものだ。
メダカが先月に続き1匹も確認できなかった。スミウキゴリが増えたことと関係があるのだ
ろうか。
2015年に初めて確認して以降2例目となる「ヒナハゼ」が採れた。やはり小さい。（SI）

11 デ メ モ ロ コ

8 ス ズ キ

ス ミ ウ キ ゴ リ

10 ツ チ フ キ

特定外来生物

ギ ン ブ ナ

17 モ ツ ゴ

5

7

コ ク チ バ ス

9

6

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

ニ ゴ イ12

13

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)0.68m (12:00)0.79m (14:00)1.33m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて17種類187個体の魚類が採集されました。

曇り、気温24.6℃、水温 本流20.3℃、新八水路20.3℃、新八ワンド24.8℃（14:30頃測定）

ヌ マ チ チ ブ

14 ヒ ナ ハ ゼ

15 ボ ラ

16

3 オ イ カ ワ

4 カ ダ ヤ シ 特定外来生物

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−299
301

備　　考2022/6/11

ア シ シ ロ ハ ゼ1

マ ハ ゼ

【今後の調査日】　7月30日(土) 8月13日(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

－35－
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

18
26−55

1
51

9
24−104

2
96−235

7
28−34
9

22−43
1

460
2 1

55−378 36
1 2 3
64 33−56 14−16
4

45−240
3

50−75
2

70−86
4

122−156
6

42−50
11

57−78
5

69−80
21

37−178
31

23−67
3

13−18
36

65−368
98

53−103
1
72

計 17種類249個体 6種類26個体 2種類6個体

・

・

・

・

・

・

22 モ ツ ゴ

14 ス ミ ウ キ ゴ リ

12

河口堰を開けたおかげで水位も下がり参加された親子の方々も安心して魚類調査ができま
した。まさかのクロダイがとれると言う驚きのハプニングもあり、暑かったけれど楽しい
調査となりました。（TI）

20 ボ ラ

21 マ ハ ゼ

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.13m (12:00)0.76m (14:00)0.52m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて22種類281個体の魚類が採集されました。

晴れ、気温34.1℃、水温 本流31.0℃、新八水路28.5℃、新八ワンド30.3℃（14:45頃測
定）

ツ チ フ キ

デ メ モ ロ コ

ス ズ キ

19 フ ナ ssp

17 ニ ゴ イ

3

暑い暑い1日でした。それにしてもメダカとタイリクバラタナゴが３ヶ月間も採れていな
いのが気になる。（SI）

11 ゴ ク ラ ク ハ ゼ

8 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

コ イ

10 コ ク チ バ ス 特定外来生物

18

急激に水位が下がっていき、江戸川にしては急流になっていた状況で、魚の動きを予測で
きたひとは荒稼ぎしていたようです。（KI）

特定外来生物

13

カ ダ ヤ シ5

7

ギ ン ブ ナ

9

6

初採取

16

ヌ マ チ チ ブ

ク ロ ダ イ

ス ゴ モ ロ コ

15

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−300

302
備　　考2022/7/30

ア シ シ ロ ハ ゼ1

オ イ カ ワ

4 オ オ ク チ バ ス 特定外来生物

2 ウ キ ゴ リ

【今後の調査日】8月13日(土)　9月23日(金・祝)　10月9日(日)　11月5日(土)　12月10日
(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

－36－
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

3
37−64
13 1

23−105 27
1

136
7 6

21−35 12−34
1
25

1
100
8

64−341
4

55−63
1

154
3

33−52
6

65−83
1
33

13
75−305

9
21−63

2
54−64

7
75−128

27
56−107

3
28−80

1
28

計 14種類98個体 4種類12個体 3種類8個体

・

・

・

・

・

・

【今後の調査日】　9月23日(金・祝)　10月9日(日)　11月5日(土)　12月10日(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

15

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−301
303

備　　考2022/8/20

ア シ シ ロ ハ ゼ1

オ オ ク チ バ ス

4

特定外来生物

カ ダ ヤ シ 特定外来生物

2 オ イ カ ワ

朝、日が出ているうちは、ボラが群れをなして水面から口をのぞかせて泳いでいて、見る
まいとしても気を取られてしまいました。水位が高くて採れやしないのに。
本流に出入りする部分の、湿った土が露出した所で、狩バチらしい、胴のくびれたのが、
土を集めていました。巣になるのか。（KI）

13

ギ ン ブ ナ5

7

コ イ

9

6

特定外来生物

16

3

1個体だけだけど、4ヶ月ぶりにメダカ確認。（SI）

11 ツ チ フ キ

8 ゴ ク ラ ク ハ ゼ

ス ズ キ

10 ス ミ ウ キ ゴ リ

18 マ ル タ

コ ク チ バ ス

ド ジ ョ ウ

19 メ ダ カ

17 マ ハ ゼ

ハ ス

ボ ラ

ニ ゴ イ

14 ヌ マ チ チ ブ

12

小さなハゼは現場ではビリンゴとされたが、写真による確認作業の結果、以下の理由でア
シシロハゼと同定しました。①第１背鰭がビリンゴはほぼ透明なのに対し採れた個体には
鮮やかな特有の模様があった。②口がやや上を向くビリンゴに対し現物は前向き。③腹鰭
がビリンゴが丸く透明なのに現物は長く（楕円形）黒かった。（YK）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.85m (12:00)1.86m (14:00)1.61m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて19種類118体の魚類が採集されました。

曇り一時雨、気温30.4℃、水温 本流26.6℃、新八水路25.7℃、新八ワンド27.7℃（14:15
頃測定）

－37－
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●
2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 カ ワ ム ツ ●

17 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 キ ン ブ ナ ●

22 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フ ナ 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 キ ン ギ ョ ●

25 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

27 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

28 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

29 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

30 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

33 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

34 ナ マ ズ ● ○ ○

35 ク ル メ サ ヨ リ ● ○ ○

36 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 メ ナ ダ ●

40 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 ク ロ ダ イ ●

42 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 シ マ イ サ キ ●

47 ヒ イ ラ ギ ● ○

48 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 チ チ ブ ● ○

50 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） ○

56 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ヒ ナ ハ ゼ ● ○
地 点 種 類 数 合 計 42 36 40 30 39 27 28 41 23 27 31 11 12 29 11 10 31 10 9 32 11 7 28 11 7 28 12 14 3 5 3 4 3 2 7 5 5 8 5 0 15 1 3 13 2 3 17 6 2 14 4 3

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。

301

6.11

本

流

新

八

ワ

ン

ド

300

5.14

本

流

新

八

ワ

ン

ド

299

4.16

本

流

新

八

ワ

ン

ド

298236-247

2017

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

107−163

06/4−10

57回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

164−223

2011-15

60回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

248〜259

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2018

224-235

2016

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

標　準　和　名＼地　点
本

流

新

八

本

流

49-106

新

八

1-48

48回 58回

96-00 01-06

260〜271

2019

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

272〜283

2020

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

284〜295

2021

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

303

8.20

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2022

302

7.30

本

流

新

八

ワ

ン

ド

新

八

ワ

ン

ド

296

1,15

本

流

新

八

ワ

ン

ド

3.19

本

流

新

八

ワ

ン

ド

297

2.19
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自然環境係 電話０３－５６５４－８２３７（直通） 

 

 

 

 

 

令和４年６月２５日（土）、「初夏に見られる植物たち」をテーマに、水元公園

の水辺の生きもの館周辺で自然観察会を開催しました。 

研修会前半は屋外で実際に花や草木といった植物を観察し、後半は講習室で

前半に観察した植物などについて解説を聞き、和やかな研修会となりました。 

晴天の真夏日となりましたが、ご参加いただいた皆さまありがとうございま

した。 

今後も研修会を開催していく予定です。レポーター同士の交流やレベルアッ

プのためにも、皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グッドかわせみ賞は、年に７回以上レポーター活動に励んだ方に授与されます。 

受賞された皆さまには、賞状と記念品を委嘱式時にお渡しました。委嘱式を欠

席された方には郵送しております。 

 

 

 

石鍋壽一さん、瑛ちゃんさん、江戸川の小鮒さん、Ｍ・Ｔさん、Ｔ・Ｋさん、 

Ｋ・Ｎさん、佐々木定治さん、散歩の花子さん、高橋雅子さん、田村ひろ子さん、 

千葉美文さん、となりさん、Ｒｙｕさん、Ｒさん、ゆきひめさん、藤並剛さん、 

弥生さくら草さん 

 

今年度もグッドかわせみ賞を目指しましょう♪ 

環境課からのお知らせ 

グッドかわせみ賞受賞者 

１７名をご紹介します！ 
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★新八水路で魚類調査を行います★ 

日 時  １０月９日（日） １１月５日（土） １２月１０日（土） 

午前１０時～午後４時ごろ   

場 所  江戸川河川敷 ※事前にご連絡をお願いします。 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（http://shigenori1.jimdo.com/） 

 

 

★綾瀬川や曳舟川親水公園等で行う魚類などの調査を見学しませんか★ 

採取した生物を展示して、調査結果の概要を説明します。 

直接会場へお越しください。 

日 時  １０月１１日（火）９時００分～ ※雨天時は１０月２６日（水） 

調査結果の説明 １１時３０分～（３０分程度） 

場 所  綾瀬川（東四つ木避難橋付近） 

 

日 時  １１月９日（水）１３時３０分～ ※雨天時は１１月２１日（月） 

調査結果の説明 １５時３０分～（３０分程度） 

場 所  古墨田川（小菅４丁目先） 

 

 

 

≪お詫びと訂正≫ 

「水辺のふるさとかつしか」夏号（第 321 号）の P．22 に誤りがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに深くお詫びし、訂正させていただきます。 

※ホームページは差し替え済みです。 

・上段の左側の写真 

「明らかに小さスミレ」 ヒメスミレ 3/20 区北西部 名前：石鍋壽一 

→モンシロチョウ 3/7 水元 2丁目 名前：佐々木定治 

・上段の右側の写真 

モンシロチョウ 3/7 水元 2丁目 名前：佐々木定治 

→「明らかに小さいスミレ」 ヒメスミレ 3/20 区北西部 名前：石鍋壽一 
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   ～秋号でご協力いただいたみなさま～ 

 

Ｒさん、有泉桂子さん、石鍋壽一さん、瑛ちゃん、 

江戸川の小鮒さん、Ｋ・Ｎさん、慶蔵さん、Ｋ・Ｔさん、 

佐々木定治さん、散歩の花子さん、下山田隆さん、 

田村ひろ子さん、千葉美文さん、となりさん、 

広瀬温さん、藤並剛さん、弥生さくら草さん、ゆきひめさん、 

Ｒｙｕさん、自主生物調査団（編集：一澤成典さん）   

                             

                  ご協力ありがとうございました☆彡 

 
 
 
 

 
 

「水辺のふるさとかつしか」第３２２号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２７４号） 

 令和４年９月３０日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

℡（３６９５）１１１１ 内線３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

ｆａｘ     （５６９８）１５３８ 

              

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆「水辺のふるさとかつしか」の内容について、お間違い等お気づきの点があ

りましたらお知らせください。 


